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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月6日(2015.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィコシアノビリンを、両性化合物と反応させる工程であって、メソ－ビリベルジンを
生成する、工程、を含み、
　前記両性化合物が、炭酸水素ナトリウム、炭酸カリウム、および炭酸ナトリウムからな
る群より選択される、メソ－ビリベルジンの生産方法。
【請求項２】
　前記メソ－ビリベルジンが、メソ－ビリベルジンＩＸαを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記フィコシアノビリンが、エタノールまたはtert-ブタノール中で、前記両性化合物
と反応する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記フィコシアノビリンが、エタノール中で、炭酸水素ナトリウムまたは炭酸カリウム
と反応する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記両性化合物が、前記フィコシアノビリンの重量に比べて、１～５倍の重量で存在す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記両性化合物が、前記フィコシアノビリンの重量に比べて、２～４倍の重量で存在す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記方法が、シアノバクテリア、紅色植物、クリプト藻、またはこれらの混合物を培養
する工程であって、前記両性化合物と反応させるフィコシアノビリンを生成する、工程を
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
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　シアノバクテリア、紅色植物、クリプト藻、またはこれらの混合物からフィコシアノビ
リンを抽出する工程；および
　前記抽出したフィコシアノビリンを異性化する工程であって、メソ－ビリベルジンを形
成する、工程、
　を含む、メソ－ビリベルジンの生産方法。
【請求項９】
　前記抽出工程が、
　硫酸アンモニウムを、前記シアノバクテリア、紅色植物、クリプト藻、またはこれらの
混合物および水と混合する工程であって、フィコシアニンを生成する、工程、
　前記フィコシアニンを、洗浄溶媒で洗浄する工程、
　フィコシアニンからフィコシアノビリンを切断する工程、および
　前記フィコシアノビリンを精製する工程、
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記洗浄溶媒が、エタノールを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記異性化工程が、
　前記抽出したフィコシアノビリンを、両性化合物と反応させる工程であって、メソ－ビ
リベルジンを生成する、工程、
　を含み、
　前記両性化合物が、炭酸水素ナトリウム、炭酸カリウム、および炭酸ナトリウムからな
る群より選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記方法が、
　フィコシアノビリンの抽出前に、シアノバクテリア、紅色植物、クリプト藻、またはこ
れらの混合物を培養する工程、
　をさらに含む、請求項８に記載の方法。
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